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沼　 田　 小　 学　 校 
 

 　 　 所　 在　 地　 　 〒３ ７ ８ －０ ０ ４ ２ 　 　 沼田市西倉内町７ ４ ６ 番地

    電 話 番 号    ０ ２ ７ ８ －２ ２ －２ ０ ６ ３      Ｆ Ａ Ｘ 　 ２ ２ －０ ７ ８ ０

    校　 長　 名     小野里　 慶博

 
Ⅰ　 学校の経営 
 
１ 　 学校の教育目標・ 経営方針 
　 ○『 知』 よ く 学ぶ子…習得し た知識・ 技能を 活用し ながら 、 課題に対し て深く 考える 力を 育成する  
　 ○『 徳』 助け合う 子…自他に温かい言葉を かけながら 、 さ ま ざま なこ と に積極的に挑戦する こ と を

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通し て、 達成感や満足感を 味わわせ、 児童の自己肯定感を 醸成する

　 ○『 体』 元気な子　 …体力の向上、 生活習慣の定着を 図り 、 健康・ 安全に留意し ながら 生活する 態

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 度を 育成する

 
２ 　 経営方針 
( 1) 全教職員が主体的に学校経営に参画し たく なる よ う な経営を 行う 　 ＜チーム 沼小＞ 
( 2) 安心・ 安全な学習環境の整備と 安全教育の充実を めざす　 ＜安心・ 安全な学校＞ 
( 3) 「 よ く 学ぶ子」「 助け合う 子」「 元気な子」 を 育てる ために、 非認知能力の育成を 意識的、 意図　

　 　 的に行う 　 ＜非認知能力の育成＞ 
( 4) 家庭・ 地域と の連携・ 協力の強化を 図る 　 ＜コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの推進＞ 
 
３ 　 本年度の重点施策 
( 1) 「 チーム 沼小」 の強化に向けて  
　 ①22つつののキキーーワワ ーードド（（自自律律・・共共育育））と 33つつのの基基本本姿姿勢勢（（創創造造・・協協働働・・意意思思疎疎通通））を 基にし た学校経営 
　 ②経営方針の明確化と 各主任・ 担当を リ ーダーと し た組織的・ 計画的・ 継続的な取組 
　 ③学校課題の共有と すべての教職員が互いに関わり 合っ て課題を 解決する 意識の向上 
　 ④児童の成長と 教職員の働き がいも 向上を 目指し た教育課程の見直し と 働き 改革の推進 
( 2) 安心・ 安全な学校づく り に向けて  
　 ①施設・ 設備の定期点検を も と にし た校舎内外の整備 
　 ②危機管理マニュ アルの実効性の検証と 計画的な危険予測･回避能力の育成 
　 　 　 【【セセイイフフテティィ沼沼田田】】 
  ③児童一人一人の健康に関する 情報（ 既往症、 アレ ルギー等） の共有と 適切な指導・ 支援 
　 ④安心・ 安全な学校づく り に向けた保護者や地域と の連携・ 協力　    
      【【セセイイフフテティィ沼沼田田】】 
( 3) 非認知能力の育成に向けて  
　 ①主任やＣ ｏ 、 担当を リ ーダーと し た組織的・ 計画的な取組の推進 
　     【【わわくくわわくくススククーールル沼沼田田】】    【【ぬぬままたた未未来来創創造造学学】】 
　　 　　     【【家家でで本本をを読読みみままししょょうう】】    【【児児童童生生徒徒生生命命をを守守りり、、育育ててるる教教育育】】 
            【【沼沼田田市市ＳＳＮＮＳＳルルーールル】】      【【セセイイフフテティィ沼沼田田】】        【【幼幼小小中中連連携携】】 
　 ②非認知能力の基盤と な る 「 自己肯定感」 を 高める ための「 共有する 」「 任せる 」「 認める 」 　 　

　 　 活動の充実　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
　 　 　 【【わわくくわわくくススククーールル沼沼田田】】　　 　　 【【ぬぬままたた未未来来創創造造学学】】 
( 4) コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの推進に向けて 
　 ①学校運営協議委員や地域学校協働活動推進員と 連携し た家庭や地域と の協働によ る 学校づく り の

　 　 推進 
　 ②生活科や総合的な学習の時間等における 地域教材、 講師と なる 地域人財の発掘 
　 　 　 【【ぬぬままたた未未来来創創造造学学】】 
　 ③近隣連携５ 校（ 沼田南中、 沼田西中、 升形小、 川田小、 沼田小） の連携強化と 隣接幼・ 保・ こ 　

　 　 と の連携強化 
　   　 【【幼幼小小中中連連携携】】 
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３３ 　　 研研修修計計画画・・ 経経過過報報告告      指 は、 指導案検討　 　 授 は、 研究授業・ 授業研究会　 ※資質向上研修
月日 研研修修計計画画［［ 内内容容］］ 経経過過報報告告［［ ○○研研修修のの視視点点（（ 上上段段））・・ 明明らら かかににななっっ たたここ とと （（ 下下段段））］］
4.9 【 全体会①】  ○主題、 副主題、 研修組織、 研修計画、 目指す児童像の検討・ 確認 
4.15 【 推進委員会①】  ・ 研修テーマの共通理解 
4.21 【 全体会②】  ○資質向上のための教材研究のやり 方確認 

・ 研修計画の検討 ・ 目指す児童像の共通理解

5.7 【 全体会③】  ○研修計画の確認 
 ・ 研修計画の修正、 確認 ○目指す児童像の確認 

○ A 訪問の確認

5.14 5 年 1 組　 体育 ○「 魅力的な問い」「 児童に任せた場面」 の設定の成果、 課題、 改善点を 明ら かにする 。  
 「 陸上競技・ ハード ル走」 ・ ハード ルの跳び方のポイ ン ト を 示し ながら 練習の時間を 進めていっ たこ と で、 児童同士がア

授 原教諭 　 ド バイ ス を し ながら 技能の定着をし よ う と でき ていた。  
・ 振り 返り の場面において、 班ご と に学び合いで気づいたこ と など 発表し ても よ かった。

5.26 【 全体会④】  ○研修への指導助言等共通理解 
・ 資質向上研修 ○研究の内容や方法等の検討、 指導案形式の確認

6.12 ひま わり ２ 組　 国語 ・ 叙述に着目さ せる こ と で児童が叙述から 考えよ う と する 姿勢が見ら れたのがよ かった。  
「 ま いごのかぎ」  ・ ノ ート の取り 方を 迷っ ている 児童がいたので、 考えを よ り 整理する ためにも 板書のよ う な４

授 狩野教諭 分割形式のプリ ント を用意し ても よ かっ た。

6. 16 【 全体会⑤】 ○一人一授業の先行授業検討

6. 23 【 全体会⑥】 ○一人一授業の先行授業検討

6. 27  指  指導主事訪問 A ○校内研修の方向性を確認、 改善 
・ 魅力的な問いの設定を 引き 続き 具体化し ていく 。（ 試し たく なる 問い、 　 聞き たく なる 問い）  
・ 任せる 授業にし ていく ためには学習計画を 自己決定さ せていく こ と が　 大事。 児童と と も に

作る 時間も 必要。  
・ 児童の実態を ふま えて環境構成をよ り 緻密に行う 必要がある 。

7.8 たんぽぽ 1 組　 自立 ・ 魅力的な問いの立て方と し て、 活動に対する 目標を 子ど も たち自身で決めたこ と が、 効果的

「 ペーパータ ワ ー」  であっ た。  
授 真庭教諭 ・ 最初に立てた個人の目標に焦点を 当てた振り 返り を 行う こ と で、 次時の活動への動機付けを

高める こ と ができ た。

7.11 5 年 1 組　 音楽 ・「 楽器に合う リ ズム 」「 班のアン サン ブル作り 」 と いう 視点と ゴ ールが明確なため、 児童同士

「 いろいろな音のひびき を味わおう 」  で試し たり 聴き 合っ たり し て班ご と のアンサンブル作り を 進める こ と ができ た。  
授 佐々木教諭 ・ 説明や確認は簡潔に行い、 子ど も に任せる 時間を 十分と れる よ う に配慮する 。

8.26 【 推進委員会②】 ○研修計画の再確認

9.1 【 全体会⑦】 ○研修の成果と 課題を振り 返り 、 今後の方向性を 確認する 。

9.2 ひま わり １ 組　 自立 ・ 子ど も 達がイ メ ージし やすい興味を も ちやすい問いかけであっ た。  
 「 なかよ く 宝さ がし を し よ う 」 ・ 問いに対する ふり 返り を も っ と し っ かり し 、 成就感を 高めら れる と よ かっ た。

授 髙橋教諭
 9.22 【 全体会⑧】  ○授業者の思いやねら いを 確認し 、 研修のねら いを 達成する ための手立　 てと なる よ う に検討

B 訪問指導案検討会 を 行う 。

10.3 4 年 1 組　 国語 ・ 前時ま でのふり 返り から 問いへも っ ていっ たこ と で意欲的に考えていた。・ 問いの主語の捉

「 ごんぎつね」  え方が違う こ と で迷う 児童も いた。 段階を 追っ た教師の見取り 方、 その際の個別指導の仕方を

授 森下教諭 研修し ていく 必要がある と 感じ た。

10.3 6 年 1 組　 国語 ・ 賢治の生き 方や考え方を 学習し た上で、「 やま なし 」 を 読み取る ための各自が考えた問いを

「 やま なし 」  設定でき た。  
授 倉澤教諭 ・ 問いご と に意図的指名を 行う こ と で考えを 広げら れる よ う にする 。

10.15  4 年 1 組　 理科 ・ 前時の学習内容から 生ま れた疑問を 取り 上げたこ と で、 意欲的に取り 組める 問いになっ た。

「 自然の中の水のすがた」 考えを も たせる 指導に時間をかけたため、考えを 交流し 深める 時間が十分にと れなかっ たので、

授 登坂教諭 前時の終末に問いを 捉えておく こ と など で、 それぞれの時間を 確保する 。

10.17 4 年 2 組　 国語 ・ A か B かと いう 問いの形にし たこ と で、 自分と 違う 意見を一生懸命聞き 、 意見を 受け入れよ

「 ごんぎつね」  う と する 姿が見ら れた。 一方で、 授業での発言など から 問いを 考え直すこ と も 必要だと 感じ た。

授 七五三木教諭
10.22 6 年 1 組　 外国語 ・ 児童は、 それぞれが考え、 班での交流も よ く でき ていた。 児童の振り 返り でも 発表に向けて

「 Let's see the world」  意欲的な意見が多く 見ら れた。 活動が大き く 二つに分かれてし ま い、 じ っ く り 取り 組む余裕を

授 萩原教諭 も てなかったり 、 ポイ ン ト が曖昧になっ たり し て、 話し 合いが深ま り づら い様子も 見ら れた。

10.24 6 年 1 組　 社会 ・「 世界と のつながり 」 の資料から 当時のヨ ーロ ッ パの情勢や日本にヨ ーロ ッ パ人がやっ てき

「 ヨ ーロ ッ パ人の来航」  た理由など を 考えさ せよ う と いう 意図で発問を し たが、 児童にと っ て理解が浅く なっ てし ま っ

授 細谷教諭 た。 し かし 南蛮貿易が日本に新し い文化を も たら せ、 大き な影響を 与えたこ と は捉えら れた。

10.27 【 全体会⑨】 ○こ れま での実践を B 訪問へつなげる 。

10.31  指 幼保こ 小連携教育推進事業 ○幼保こ 小連携の教育の推進を 図る 。
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10.31 1 年 1 組　 道徳 ・ 提示し た問いについて振り 返る 場面で、 思考が深ま っ た児童の姿が見ら れた。  
「 だれと でも なかよ く 」  ・ 中心発問について考える 時間を 十分と れたこ と で、 児童は自分の考えを も ち、 ペープサート

授 見城教諭 を 使っ てペアで伝え合う こ と ができ た。

10.31 1 年 2 組　 国語 ・ こ れま で学んでき た文章の続き を 書く と いう 学習活動に意欲的に取り 組むこ と ができ た。 書

「 じ ど う 車く ら べ」  く ための材料を 板書し てヒ ン ト と し た一方で、 児童それぞれのペース が異なり 、 全員が課題を

授 関口教諭 達成する には少し 時間が足り なかった。

11.17 【 全体会⑪】  ○こ れま での校内研修の成果・ 課題を 明ら かにし 、 こ れから の研修の方　 向性を 確認する 。

 ・ 研修の確認・ 修正
11.20 ひま わり ４ 組　 道徳 ・ 場面ご と に発問し ながら 、 心情の変化や登場人物の発言・ 行動を 考えさ せる こ と ができ た。

「 ヒ キガエルと ロ バ」  登場人物の気持ちに寄り 添える よ う に役割演技を さ せて、 思考を 深める こ と ができ た。 一方で

授 林教諭 問いが 2 つになっ てし ま っ たので、 ど ちら に重き を おいて考えさ せる のか、 絞れたら よ かっ た。

11.27  指  指導主事訪問 B ○校内研修の成果を 確認 
５ 年２ 組　 国語 ・ 問いに対し て考える 視点を 与えたこ と で、 児童は言葉に注目し ながら 根拠のある 意見を 書け

「 たずねびと 」  ていた。 ま た、 それを 基に活発な交流ができ ていた。 意見交流や集計を よ り 行いやすく でき る

授 川端教諭 よ う 、 指示の出し 方や ICT の使い方を 精査する 必要がある 。

11.28 ２ 年１ 組　 国語 ・ 児童の宝物を 聞いたこ と で、 お話に興味がも て、「 何を 勉強し ていこ う か？」 の声掛けで、

「 みき のたから も の」  今後の学習へのわく わく 感がも てた。 感想を 書く 観点を 示し たこ と で、 児童が書き やすかっ た。  
授 石橋教諭 ・ 交流する 場面で型を提示し たこ と は有効だったが、 話し 合う 経験を 積み重ねる 必要がある 。

12.3 ３ 年１ 組　 国語 ・ 既習事項を 一目で振り 返れる よ う 掲示物を 工夫し たこ と で、 一人一人がし っ かり と 自分の考

「 三年と う げ」  えを も ち、 意欲的に交流活動に取り 組むこ と ができ た。 一方で、 交流活動の際のメ モのと り 方

授 高坂教諭 については、 メ モを と る こ と が目的になっ てし ま わないよ う 、 声かけを工夫する 必要がある 。

12.9 ２ 年２ 組　 国語 教科書の叙述に基づき ながら 自分の意見を も つこ と ができ た。 交流では、 必要感にから れて友

「 みき のたから も の」  達に質問し たり 、 自分の考えを 見直し たり する 姿が見ら れた。 一方で、 正解がない問いだから

授 大畠教諭 こ そ、 単元のも つ魅力や前時ま での学習を 踏ま え、 振り 返り の方向性を 考えておく 必要がある 。

12.11 ３ 年２ 組　 国語 ・ 掲示物や教材があっ たこ と で児童が安心し て活動し 、 全員が理由を 含めた自分の意見を も つ

「 三年と う げ」  こ と ができ た。 一方で、「 めあて・ 振り 返り 」 と 「 主活動」 の内容一致、 コ ミ ュ ニケーショ ン

授 村上教諭 上の態度支援の向上、 平等な意見交流の機会提供に向けた授業改善を 行う 必要がある 。

12.16 言語通級　 国語 ・ 音を 出すと いう ポイ ン ト を 具体的に示し たこ と で、 思考が深ま り 、 構音練習に主体的に取り

「 タ ・ テ・ ト 音を 楽に出 組んだり 、 よ い出し 方かでき ている か確かめたり する 児童の姿が見ら れた。 新し い構音方法を

そう 」 授 佐藤教諭 習得する 時間だっ たため、 教師主導で校内研修のテーマと う ま く 合わせら れなかっ た。

1.16 ５ 年１ 組　 外国語 ・ 児童が興味を も ちやすい活動を 設定し たこ と で、 積極的に活動に取り 組む姿が見ら れた。 前

「 U7 Welcome to Japan」  時から の積み上げも あり 、 表現に自信を も っ て会話する 姿も 見ら れた。  
授 小熊教諭 ・ 活動での指示がわかり にく かっ た点があっ た。 よ り 伝わり やすい発問が必要だと 感じ た。

1.26 【 全体会⑪】・ 研修のま と め ○成果と 課題の検討、 来年度の方向性の確認

3.9 【 全体会⑫】・ 来年度の研修計画 ○来年度の計画の検討

※資質向上研修
区　   分 講　   師 内　     容

4.10 保健に関する 研修 養護教諭　 　   松井　 純子 ・ 食物アレ ルギー対応、 エピ ペンの使い方
6.10 特別支援教育に関する 研修 ス ク ールカ ウ ン セラ ー　  原澤　 幾子 ・ 事例検討会
7.23 学級経営に関する 研修 外部講師　 　 　 佐藤　 順子 ・ 人と の関わり 方

プ ール 緊急時の対応についての 養護教諭　 　 　 松井　 純子 ・ 心肺蘇生法 
指導前 研修 ・ AED の使い方
10.23 特別支援教育に関する 研修 群大客員教授　 　  峯岸　 幸弘 ・ 発達障害のある 子ど も たちと の付き 合い方
11.17 特別支援教育に関する 研修 群大客員教授　 　  峯岸　 幸弘 ・ グレ ーゾ ーン の子ど も たちのいる 学級経営

＜　 職　 員　 一　 覧＞
職　 名 氏　 　 名 職　 名 氏　 　 名 職　 　 名 氏　 　 名

      校　 長 小野里慶博 教　 諭 関口　 真琴 用　 務　 員 樋口　 元二
教　 頭 反町真由美 〃 七五三木雪乃 生活相談員 小林　 昌子 

      教　 諭 見城　 由香 〃 大畠　 由依 学校教育支援員 金子　 弘　
      〃 佐藤　 真理 〃 川端　 真倫 〃 中島美保子
      〃 髙橋富士夫 〃 村上なの花 〃 佐藤　 紗希

〃 石橋理恵子 〃 林　 　 美里 ス ク ールサポート ス タ ッ フ  外山　 恵利 
      〃 倉澤　 泰子 〃 登坂　 一彦 〃 斎藤　 理恵
      〃 森下　 由佳 〃 細谷　 龍男 Ａ Ｌ Ｔ グレ ゴリ ー・
      〃 小熊　 一洋 〃 片野日佳梨 バウ ワ ー

〃 萩原　 一貴 養護教諭 松井　 純子 初任研後補充非常勤講師 石田　 直行 
〃 高坂　 拓歩 事務職員 石山　 朝香 ス ク ールカウ ンセラ ー 原澤　 幾子 
〃 原　 　 将吾
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沼 田 東 小 学 校 
    所在地  〒３７８－００５３  沼田市東原新町１８０１－１ 

  電話番号 ０２７８－２３－１１１８  ＦＡＸ  ２２－０７８１ 

  校長名  内藤 麗子 

 

ⅠⅠ  学学校校のの経経営営  

１１  学学校校のの教教育育目目標標  

((11))  基基本本目目標標   心豊かで、進んで学び、生きる力みなぎる沼東小っ子の育成 

((22))  具具体体目目標標   ひ：人の気持ちを感じ取り、思いやりのある行動をする子  

         が：学力向上に向け、よく聴き、考え、自分の言葉で伝え合う子 

        し：心身ともに健康で、ねばり強くがんばる子  

２２  経経営営方方針針  

((11))  学学校校経経営営目目標標  
◎安心・安全な学校環境の中で全教職員が協働的・創造的に教育活動に取り組み、「心豊かで、進んで
学び、生きる力みなぎる沼東小っ子の育成」の具現化を図る。 

((22))  目目指指すす学学校校像像     

  ・温かな人間関係と、活気と秩序のある学校生活に必要な規律を形成する学校 

  ・確かな学力の育成に向けて、授業改善を積み重ねる学校 

  ・安心・安全な学校環境と、児童の心身の健康を守り抜く学校 

  ・教職員が同僚性を発揮し合い、心身の健康を保持して働く学校 

  ・家庭や地域と連携・協働して、児童の成長を支える学校 

３３  本本年年度度のの重重点点施施策策  

((11))  学学校校経経営営のの充充実実  
  ・「報告・連絡・相談・記録」を日常化して組織力と同僚性を高めるとともに、各分掌主任に、適切に

「任せる」ことを通して、教職員一人一人の自己効力感と資質の向上を図る。 
 ・学習指導、生徒指導の両面において、学年ブロックの連携と相互支援を推進する。 

・望ましい働き方と服務規律の確保について教職員の共通認識を深め、よりよい教育活動を持続する。 
((22))  豊豊かかなな心心のの育育成成  

・人権教育を基盤として自他のよさを認める心を育むとともに、安心して学校生活を送るために必要な
支持的風土を醸成する。【命を守り育てる教育】 

・生徒指導４つの視点を基に、発達支持的指導と課題予防的指導を意図的・計画的に行う。 
・生活五原則(挨拶・返事・整理整頓・無言清掃・時間を守る) を示し、きまりの理由を児童が自分事と

して考えることを通して、主体的に遵守できるようにする。 
((33))  確確かかなな学学力力のの育育成成  

・児童主体（自己決定、対話・交流、試行錯誤）の授業を行い、学ぶ楽しさを味わいながら資質・能力

を身に付けられるようにする。【わくわくスクール沼田】 

・教科担任制や交換授業を推進して授業の質を高めるとともに、個々の学習状況を多面的に見取り、指

導の改善に役立てる。 

 ・授業と家庭学習の連動や読書の習慣化、漢字･算数コンテストの計画的な実施を通して、自主的な取組

と基礎基本の定着を図る。【家族で本を読みましょう】  

((44))  健健ややかかなな体体のの育育成成 
・教科体育の授業において運動量を確保することや、体育的行事に目標をもって取り組ませること通し

て、運動技能と運動習慣の定着を図る。 

・家庭と連携した健康的な生活習慣の定着に向けて、学校保健委員会を機能させるとともに、ノーメデ

ィアチャレンジ等の啓発活動を計画的に行う。【沼田市 SNS ルール】 

((55))  特特別別支支援援教教育育のの充充実実  

・個々の特性に応じた支援を全教職員で共通実践するとともに、保護者や専門機関と緊密に連携する。 
  ・沼田特別支援学校との交流を通して、人々の多様な在り方を認め合う実践的態度を育てる。 
((66))  地地域域ととととももににああるる学学校校づづくくりり  
・地域の教育資源を活用して探究的に学ぶ学習を推進し、ふるさとへの愛着を深める。【ぬまた未来創造学】 
・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進し、互恵性のある取組とする。  
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Ⅱ 校内研修の推進 

１ 研修主題及び設定の理由 

～研修主題～ 
主題  自他を尊重し、学び合い高め合える児童の育成 
副主題  ～気付きや発見を自分の言葉で説明できる個別追究の工夫を通して～ 

 

児童の実態との関わり 
・「話し方・聴き方名人」「つながるハンドサイ

ン」を活用することで、対話的な活動におい

て、安心して自信をもって発信できている。 
・問いかけや問い返しを精選することを通して、

児童が互いのよさに気付いたり考えを深めた

りできるようになってきているが、自分の考
えを明確にもち表現することが十分ではな
い。 

 指導の在り方との関わり 
・ねらいを達成するために、効果的で子どもが

解きたくなるような課題の工夫をしたり、対

話的な活動の後に児童が試行錯誤したり、自
己決定したりする場面を設定する必要があ
る。 

・さらに協働的な学びを充実させるために、個
別追究の充実を図る必要がある。 

 

 

２ 研修内容・方法 
（１）具体化した目指す子ども像 

自分の考えをもち、友達との交流を通して、お互いに理解し合い、認め合いながら自分の考えを深

めることができる児童を育成する。 

（低学年）自分の考えを伝え、友達の考えを知り、やってみようとする児童 
（中学年）自分の考えを説明し、友達の考えと比較して、自分の考えを広げようとする児童 

（高学年）根拠をもって自分の言葉で説明し、友達の考えと比較し関連付けて、考えを深めようとする

児童 

（２）共通実践する手立て 

・個別追究の場において、考えが広がる課題を見極めて設定し、何を考えさせるかを明確にして課題

を提示するとともに、児童の実態に応じた見通しのもたせ方を工夫する。 

・個別追究の場において自らの考えをもつ時間と考えをまとめる時間を統一した問題解決型の学習過
程を設定する。（東小スタンダード） 

 

３ 研修計画・経過報告〈次頁〉  

 

４ これまでの研修の成果と今後の取組 
〇成果 
・児童の興味・関心を高める課題提示により、児童の課題を解決する必要感が高まり、意欲を持続させ

ながら個別追究に取り組む姿が見られた。 

・個別追究の場において、考えさせることを明確にして課題を提示し、自分の考えをもつことを積み上

げたことにより、自ら考える児童の姿が見られ、気付きや発見等を学年に応じた方法で表現すること
ができるようになってきた。 

・個別追究の場で自分の考えをもってから交流することを積み重ねることにより、児童がその意義を実

感しながら考えを深めることができるようになってきた。 
〇課題 
・個別追究での自分の考えと比べながら対話・交流をすることで、友達の考えのよさには気付けている

が、それを基に試行錯誤したり、自己決定して取り組んだりする場を設定することに困難がある。 

〇課題解決に向けての今後の取組 
・一単位時間と単元全体を見通して場を設定していくとともに、試行錯誤や自己決定を促す支援を工夫

していく必要がある。 
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３ 研修計画・経過報告 

指 は、指導案検討  授 は、研究授業・授業研究会 

月月日日  研研修修計計画画［［内内容容］］ 経経過過報報告告［［○○研研修修のの視視点点（（上上段段））・・明明ららかかににななっったたこことと（（下下段段））］］ 

4.21 
   

全体会① 
・研修内容の共通理解 
・目指す児童像の検討 

○研修主題、研修内容・方法の検討 
・東小学校スタンダードと目指す児童像を研修の方向性と一致

させる。 
5.26 

 
 

全体会②           
・一人一授業の計画確認 
・研修計画について共通理解 

○一人一授業について、課題の工夫について 
・各教科に合わせた課題のもたせ方を工夫し、授業実践に取り

入れていく。 
5.27 授 言語指導 小川教諭 

 「ゆっくりはっきり言ってみよう」 
○録画・再生機能を活用した個別追究の時間の有効性について 
・録画・再生機能を活用し、自分の状況を確認することは発声

に主体的に取り組ませる上で有効である。 
6.9 

 
全体会③ 
・メンタルヘルス研修 

○生物学から考える「こころの健康」 
・職場の健康づくりを目的として講演を聴き意見交流を行っ

た。 
6.16 

 
授 指導主事訪問 A 
 

○研修の方向性について 
・各教科における個別追究の方法について考えていく必要があ

る。 
7.1 授 ３年理科 戸部教諭 

「風とゴムのはたらき」 
○疑問を生み出す課題の工夫の有効性について 
・疑問を生み出す課題を工夫して提示することは、自分の考え

を追究させていく上で有効である。 
7.9 授 ３年算数 桒原教諭 

「ぼうグラフ」 
○実態に応じた見通しの有効性について 
・考えるべきことに着目できるような見通しをもたせること

は、自分の考えを追究させていく上で有効である。 
7.18 
 

全体会④ 
 

○一学期の一人一授業のまとめ 
・個別追究の時間を工夫する手立てを継続して、一単位時間の

授業の中に位置付けていく必要がある。 
9.1 
 

全体会⑤ 
 

○実態調査の分析と指導について 
・児童が自分の学習状況を捉えて、考えを追究することができ

るようにする必要がある。 
10.8 
 

全体会⑥ 
指  Ｂ訪問指導案検討 

○個別追究の場の目的と手立てについて 
・単元構成を工夫して個別追究の場を設定し、言語活動と音楽

活動の往還ができるように考える必要がある。 
10.15 
 

全体会⑦ 
指  Ｂ訪問指導案検討 

○協働的な学びのための対話・交流の場の設定について 
・個別追究した考えの表出のさせ方を考え、児童が互いに考え

を行き交わしながら思考が深まるような対話・交流の場にし
ていく必要がある。 

10.27 全体会⑧ 
指  Ｂ訪問指導案検討(最終) 

○協働的な学びのための対話・交流の場の充実について 
・児童の発言を促す場づくりとともに、教師が適切な問いかけ

をすることで思考が深まるようにする必要がある。 
11.4 
 

授 ６年社会 土井教諭 
「戦国の世から天下統一へ」 
 

○既習事項を生かした個別追究の有効性について 
・既習事項を想起できるような工夫をして個別追究をさせるこ

とは、児童の多様な考えを引き出す上で有効である。 
11.7 授 ３年算数 金子教諭 

「小数」 
○考える方法の見通しをもたせることの有効性について 
・考える方法の例を提示し見通しをもたせることは、自分の考

えを表現しやすくする上で重要である。 
11.10 授 特支自立活動 片野教諭 

「息を合わせて協力しよう」 
 

○活動を生かした個別追究の有効性について 
・活動することで得た気付きを基にして、考えを追究すること

は、理解を深める上で有効である。 
11.11 授 特支国語 小田橋教諭 

「秋の楽しみ」 
 

○自分の考えをもつための教具の工夫の有効性について 
・考えるヒントとして、掲示物やタブレットでの検索を用いる

ことは、見通しをもって考える上で有効である。 
11.11 授 ６年道徳科 外山教諭 

「手品師」 
 

○考えをもつための視覚的な工夫の有効性について 
・状況や場面を理解できるような視覚的な工夫をすることは、

自分の考えをもつ上で有効である。 
11.12 授 ５年算数 吉本教諭 

「図形の面積」 
 

○多様な考えを引き出す課題設定の有効性について 
・考え方が幾通りも出る課題を提示することは、対話・交流を

活性化させ、考えを深めさせる上で有効である。 
11.17 授 １年算数 登坂教諭 ○考えの表現方法を選択させることの有効性について 
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「ひきざん」 
 

・考えの表現方法を選択させ、できたかを自己評価させること
は、表現を高める上で有効である。 

11.19 
 

授 指導主事訪問Ｂ 
５年音楽 星野教諭 
「詩と音楽との関わりを味わおう」 
 

○個別追究の場で視点や表現方法を選択させることの有効性
について 

（成果） 
・課題を追究するときに自分が追究したいものを選ぶ、調べ方

やまとめ方を選ぶことは個別最適な学びにつなげる上で有
効である。 

・前時までに自分の考えをもつ個別追究の時間を取ったことは
交流を深め、視点が違うそれぞれの考えを結び付ける上で有
効である。 

（課題） 
・グループ交流を通して考えを発展させていくのが難しいとき

は、全体の交流に変えて広がりをもたせるようにする必要が
ある。 

11.26 授 特支道徳科 佐藤教諭 
「すこしぐらい」 

○考えをもつための場面理解の工夫の有効性について 
・場面を対比しながら考えさせることは、場面を理解させ考え

をもたせる上で有効である。 
12.2 授 特支道徳科 小野里教諭 

「生きることをあきらめない」 
 

○考えを引き出すための発問の工夫の有効性について 
・主題を軸にして発問を絞り込むことは、児童が考えをもち、

次第に考えを深めていく上で有効である。 
12.4 授 ２年算数 佐藤教諭 

「九九のひょう」 
○表現を促すためのワークシートの工夫の有効性について 
・実態に適したワークシートを使うことは、考えや表現を促す

上で有効である。 
12.18 授 ４年体育 阿達教諭 

「マット運動」 
○活動から考えをもつ場をつなぐ手立ての有効性について 
・場面を切り替える場の工夫や図を生かした表現を取り入れる

ことは、活動と考えをもつことをつなぐ上で有効である。 
1.26 全体会⑨ ○授業研究会の振り返り、成果と課題の共通理解 
2.9 全体会⑩ ○今後の研修の方向性の確認、研修のまとめ 
3.9 全体会⑪ ○来年度の計画検討 
 
○資質向上研修 
月日 区 分 講師 内  容 
5.7 メンター研修１ メンター担当 情報交換、相談、授業支援の工夫 
6.4 メンター研修２ メンター担当 情報交換、相談 
6.9 メンタルヘルス研修 藤平医師 職場の環境作りについての講演・意見交流 

6.25 救急法講習 
利根沼田広域消防本
部署員 

心肺蘇生法研修 

6.30 不審者対応訓練 
林スクールサポータ
ー 

不審者への教師の対応研修 

7.18 特別支援研修 松井アドバイザー ケース会議の進め方についての講演・意見交流 
9.10 メンター研修３ メンター担当 情報交換、相談 
2.18 メンター研修４ メンター担当 情報交換、相談、次年度初めの学級経営について 
 
< 職 員 一 覧 > 
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職 名 氏  名  
 

 

 
 

 

 
 
 

職 名 氏  名 

校  長 

教  頭 
教  諭 

〃 

〃 
〃 

〃 

〃 
〃 
〃 

〃 

内  藤   麗  子 

金 子  平 
小 野 里 純 子 

井 上 初 枝 

登 坂 厚 子 
星  野  美  由  紀 

小 川 賢 治 

戸 部 栄 子 
土 井 智 穂 
外 山 明 子 

桒 原 智 恵 

教  諭 

〃 
〃 

〃 

〃 
〃 

〃 

〃 
養 護 教 諭 
事務長代理 

事 務 主 事 

本 多 志 帆 

金 子 陽 一 
阿 達  覚 

小 田 橋 恵 子 

佐 藤 美 香 
片 野 佑 美 

吉 本 光 輝 

佐 藤 直 樹 
佐 藤 敦 子 
中  島  よ し 子 

山 田 徳 子 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

生活相談員 
学校支援員 

〃 

〃 
初任研代替 

地域学校協働活動推進員 

用  務  員 
ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 
 

阿 左 見 康 成 

中 澤 直 子 
北 村 恵 美 子 

真 庭 由 喜 枝 

横 山 利 香 
今 井 美 重 

遠 藤 由 美 子 

霜 下  猛 
石 井 朴 希 
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沼　 田　 北　 小　 学　 校 
 　 　 所 在 地　 　 〒３ ７ ８ －０ ０ ５ ６ 　 　 沼田市高橋場町４ ８ ９ ８

 　 　 電話番号　 　 ０ ２ ７ ８ －２ ４ －４ １ ２ ３ 　 Ｆ Ａ Ｘ 　 ２ ２ －０ ７ ８ ２

 　 　 校 長 名　 　 小倉　 正人

 　

Ⅰ　 学校の経営 
１ 　 学校教育目標 
( 1)  基本目標  自ら 学び、 豊かな心と たく ま し い実践力を 備えた児童の育成を 目指す 
( 2)  具体目標　 〈 目指す児童像〉   ○よ く ま なぶ子　 ○心ゆたかな子　 ○たく ま し い子 

                　 ス ロ ーガン 『 学び合い、 認め合い、 助け合う 北小』

 
２ 　 経営の方針 
( 1)  全教職員が主体的に学校経営に参画する 体制の強化＜＜高高めめ合合うう チチーームム 北北小小＞＞ 
( 2)  非認知能力育成（ ぬま たし 力） を 基盤と し た教育活動の充実と 互いを 認め合う 学級経営の推進 
( 3)  安心・ 安全な学習環境の整備と 安全教育の推進 
( 4)  「 よ く ま なぶ子」 を 育てる ための、 子ど も を 中心にすえた授業の展開 
( 5)  「 心ゆたかな子」 を 育てる ための、 道徳教育を 核と し た教育活動・ 体験活動の推進 
( 6)  「 たく ま し い子」 を 育てる ための、 体育的活動と 健康教育の推進 
( 7)  家庭・ 地域・ 隣接小中学校と の連携協力の強化＜＜ココ ミミ ュュ ニニテティィ ・・ スス クク ーールルのの推推進進とと 統統合合にに向向けけたた準準備備＞＞ 
 
３ 　 本年度の重点施策　 　 　  
( 1) 「 高め合う チーム 北小」 に向けて  
　 ①経営方針の明確化と 各主任・ 担当を 中心と し た組織的・ 計画的・ 継続的な取組 
　 ②学校課題の共有と すべての教職員が互いに関わり 合っ て子ど も を 育てる 意識の向上 
　 ③児童と 向き 合う 時間の確保に向けた、 業務改善・ 校務のス リ ム 化の推進 
( 2) 非認知能力育成を 基盤と し た教育活動の充実と 互いを 認め合う 学級経営の推進 
　 ①学習活動や行事のねら いを 非認知能力の視点で整理・ 提案 
　 ②自分も 相手も 大切にし 、 誰も が居場所のある 温かな学級づく り  
( 3) 安心・ 安全な学習環境の整備と 安全教育の充実に向けて  
　 ①危機管理マニュ アルの活用・ 改善と 計画的な危険予測･回避能力の育成【 ｾｲﾌﾃｨ沼田】  
  ②児童一人一人の健康に関する 情報（ 既往症、 ア レ ルギー等） の共有と 適切な指導・ 支援 
( 4) 「 よ く ま なぶ子」 の育成に向けて  
　 ①児童の主体的な学びを 引き 出す、 魅力ある 課題の提示及び単元構想【 わく わく ス ク ール沼田】  
　 ②協働的な学びを 通し て「 児童がする 授業」 を 意識し た授業デザイ ン の構築と 実践 
　 ③培う 力を 明確にし た探究型授業の推進 
( 5) 「 心ゆたかな子」 の育成に向けて  
　 ①生徒指導の４ つの視点を 意識し た、 組織的な児童の自己指導能力の育成 
　 ②いじ めを 許さ ない心を 育てる ための、 子ど も 主体のいじ め防止活動の充実 
　 ③「 Ｓ Ｏ Ｓ の出し 方・ 受け止め方」 に関する 教育の推進【 児童の命を 守り 、 育てる 教育】  
( 6) 「 たく ま し い子」 の育成に向けて  
　 ①体力向上プラ ン を 核と し た体力の向上と 運動能力の育成 
　 ②家庭と 連携し た身体と 心の健康を 自分で守る ための学校保健、 食育、 教育相談の推進 
　 ③児童の挑戦の下支えと なる 心（ やる 気、 勇気、 粘り 強さ 　 等） と 身体（ 体力） の育成 
( 7) 家庭・ 地域・ 隣接小中学校と の連携・ 協力に向けて 
　 ①地域学校協働活動推進員と 連携し た家庭や地域と の協働によ る 学校づく り の推進 
　 ②生活科や虹の時間（ 総合的な学習の時間） 等における 地域教材、 講師と なる 地域人材の発掘と 活用 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【 ぬま た未来創造学】  
　 ③３ 年後の学校統合に向けた、 地域や隣接幼小中学校と の連携強化【 幼小中連携】  
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Ⅱ 校内研修の推進 
 

 １１  研研修修主主題題及及びび設設定定のの理理由由  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～研 修 主 題～ 
主 題          考えを深め合う児童の育成 
副主題  ～算数科を中心としたエージェンシーを発揮する交流活動を通して～ 

 

 
 
児児童童のの実実態態ととのの関関わわりり 
・昨年度の校内研修を通して、協働的な学
びの場の工夫により、主体的に考えを伝
え合い、自分の考えと友達の考えを比べ、
互いの考えの良さに気付いたり、考えを
広げたりすることができた。 

・学力検査（NRT）の結果から「知識・技
能」「思考・判断・表現」の得点率に課
題が見られる。 

・児童は与えられた課題にまじめに取り組
むが、まだ教師主導の場面が多い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
指指導導のの在在りり方方やや研研修修ととのの関関わわりり 
・昨年度の研修を基に、協働的な学習で広が
った考えを、自分の考えに取り入れ、深め
るところまで到達させていく必要がある。 

・個々が学習を振り返り、学びを自覚できる
時間を確保する必要がある。 

・「児童がする授業」の実現に向け、教師の
役割を見直し、児童が自分の意思で学びた
いと思える授業をデザインする必要があ
る。 

  
 
 
 ２２  研研修修内内容容・・方方法法   
(1) 具体化した目指す子ども像 

【低学年】自分の考えをもち、協働的な学びの中で、自分と友達の考えの良さに気付くことが
できる。 

【中学年】協働的な学びの中で、自分の考えを広げたりまとめたりすることができる。 
【高学年】協働的な学びの中で、他者の考えを取り入れ、課題解決に向けた考えを導き出すこ

とができる。 
 
(2)共通実践する手立て 
・単元構想を見直し、児童が自分事として課題を捉え、考え、協働的な学びの中で、試行錯誤し
ながら課題解決できる児童主体の授業展開を工夫する。 

・協働的な学習では、教師が意識して「考えるための技法」を活用し、児童が互いに考えを深め
られるような交流活動を取り入れる。 

・協働的な学習により広がったり深まったりした考えを、個々が振り返り、学びを自覚できる時
間を設定する。 

 
 
 ３３  研研修修計計画画・・経経過過報報告告＜＜裏裏面面＞＞  

 
 
 
 

４４  ここれれままででのの研研修修のの成成果果とと今今後後のの取取組組 
○成果 
・教師が意識して、自分事として捉えられるような課題提示をすることで、児童が意欲的に学

習に取り組むようになった。 
・自分の考えをもてると、自然に少人数で話し始め、課題解決したいという自発的な交流活動

を始めるようになった。 
○課題 
・授業展開の中で、個の考えをもつ時間に個人差があり、交流活動時間で考えを広げるところ

でとどまってしまう傾向がある。そのため、教師の発問や問い返し、声かけなどを工夫し、
個別と交流の場を柔軟に取り入れ、展開していく必要がある。 

・児童の考えが深まっているのかを判断することに難しさを感じた。そのため、自校の深める
明確な姿を定義し、共通理解を図れるとよかった。 

○今後の取組 
・児童が課題を自分事として捉え、協働的な学習に積極的に取り組めるように、単元構想を見

直すとともに、教科の特質に沿った入念な教材研究を継続して行う必要がある。 
・児童が解決の方法を自分で選ぶことができる環境の構成を工夫していく。 
・課題解決への考えが深まるように、個別と交流の場を選択可能にする授業展開を工夫する。 
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３３  研研修修計計画画・・経経過過報報告告  
指 は、指導案検討  授 は、研究授業・授業研究会 

 

月日 研修計画［内容］ 経過報告 
［○研修の視点（上段）・明らかになったこと（下段）］ 

4.11 研修①推 今年度の研修計
画立案 

○研修主題の吟味と研修計画の検討 

4.16 研修②全 今年度の研修の
方向性の確認 

○昨年度の成果と課題の確認、 
・今年度の研修主題、副主題、目指す児童像の吟味 

5.28 研修③全 目指す児童像の
確認 
一人一授業の計
画作り 

○目指す児童像、共通実践する手立ての吟味と、指導案
作成形式の確認 

○授業改善プロジェクト動画視聴 
〇Ｂ訪問の代表授業について 

6.19  授一人一授業 
１年１組 算数 
小林 拓美 教諭 

○「課題提示、協働的な学びの場の工夫」 
・教師によるゆさぶりの発問や友達同士教え合う交流活

動により、自分の考えの正当性や根拠を考えさせるこ
とができた。 

  授一人一授業 
２年１組 算数 
荒木 麻弥 教諭 

○「協働的な学びの工夫、学習の振り返りの視点」 
・グループ交流では、数の構成を多面的に捉えられるよ

うに声掛けしたことで、友達の意見に賛成したり付け
足したりでき、活発な話し合いになった。 

7.2  指導主事Ａ訪問 ・研究授業、授業研究会 
7.18  Ａ訪問の振り返

り 
 

○Ａ訪問の反省 
○指導案形式の再確認と一人一授業の実施･検討会の進

め方について 
9.9 研修④全 Ｂ訪問指導案検討 〇Ｂ訪問になぞらえた授業展開の流れの共通理解 
9.17 研修⑤推 Ｂ訪問指導案検討 ○Ｂ訪問授業学習指導案の検討 

・授業のねらい、展開、学習形態などの再検討を行った。 
10.10  授一人一授業 

６年１組 算数 
深津 美帆 教諭 

○「協働的な学びの場の工夫」 
・児童が自由にペアやグループで考えを伝え合うことで、

今まで以上に課題解決に向かって主体的に交流活動を
行うことができた。 

10.20 研修⑥全 Ｂ訪問指導案検
討、授業準備 

○Ｂ訪問授業学習指導案の検討、最終確認 
・授業のねらい、学習形態工夫などの検討を行った。 

10.23  授一人一授業 
５年２組 理科 
星野理恵子教諭 

〇「協働的な学びの場の工夫」 
・グループでの話し合いでは、自然と進行役の児童が出
てきて、意見を求めたりまとめたりすることができた。 

10.27  授一人一授業 
５年１組 算数 
儘田 香織 教諭 

○「協働的な学びの場の工夫」（Ｂ訪問のプレ授業） 
・交流場面で相手によく分かるように指でさして説明し

たり、相手のタブレットやノートをのぞき込んだりし
て詳しく伝え合い、自分の考えを深める姿が見られた。 

10.31  授一人一授業 
４年１組 算数 
石田 真規 教諭 

〇「協働的な学びの場の工夫」 
・ICT の有効的な活用により、個々に面積の求め方の見

通しをもち、画面を互いに見合いながら意見共有をす
ることで、個々の考えを広げることができた。 

11.4  授指導主事訪問
Ｂ 
５年２組 算数 
中村穂乃香教諭 

〇「課題提示、協働的な学びの場の工夫」 
・東京旅行で行った動物園を活用した教材を発案し、課

題提示に活用することで、自力解決の意欲が高まった。 
・協働的な学びの場では、ICT やノートなど自分に合っ

たものを選択して、考えを可視化しながら伝え合うこ
とでよりよい考えを導き出したり、課題解決につなげ
たりすることができた。 

11.7 研修⑦全 Ｂ訪問の振り返
り 

・Ｂ訪問までの各教諭の一人一授業の取組、それを受け
ての当日の実践授業の成果と課題の確認を行った。 

11.11  授一人一授業 
３年１組 算数 
角田 淑子 教諭 

〇「協働的な学びの場の工夫」 
・具体物の提示で意欲的に自力解決できた。意見共有の

場面でも、自然に交流し合い自分の考えを広げること
ができた。 

11.12  授一人一授業 
１年２組 算数 
河野 徳子 教諭 

〇「協働的な学びの場の工夫」 
・具体物を使った体験的な活動を取り入れることで、児

童が主体的・対話的に取り組み、友達の考えの良さに
気付くことができた。 

6.25 
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５５  資資質質向向上上研研修修  

月日 区 分 講 師 内  容 

5.16 オ 学校安全に関する研修 消防署員 ・心肺蘇生法などについて 

5.26 エ 学校保健に関する研修 養護教諭 ・食物アレルギーの対応の仕方、エピペンの使い方、

緊急車両の対応について 

5.28 ア 授業改善に関する研修 学力向上Co ・学力向上の取組、学力検査分析 

6.16 カ 特別支援教育に関する

研修 

anomira 

北爪浩美先生 

・講話 『行動や学習に困難さを抱える児童の理解と

指導』について 

7.18 ア 授業改善に関する研修 学校長 ・非認知能力の育成について 

夏季休業 ク その他の研修  ・各自オンデマンド・セルフ研修受講 

9.9 ア 授業改善に関する研修 学力向上Co. ・全国学調授業改善説明会参加 

12.1 ア 授業改善に関する研修 学力向上Co ・学力向上の取組の進捗状況の確認 

12.3 オ 学校安全に関する研修 スクールサポーター ・不審者対応実技研修 

2.2 ア 授業改善に関する研修 学力向上Co ・学力検査結果考察による児童の実態把握と指導改善 

 
 ＜ 職 員 一 覧 ＞ 

11.25  授一人一授業 
５年２組  音楽 
白岩 良子 教諭 

〇「協働的な学びの場の工夫」 
・個々に考える場面で ICT を効果的に活用したことで、

協働的な学びの場で、意見共有することができた。 
11.27  授一人一授業 

２年１組 算数 
左近 匠己 教諭 

〇「課題提示、協働的な学びの場の工夫」 
・身近なボールを提示することで自分事として課題に取

り組むことができた。意見交流後、全体共有の場面で
ICT を活用し、自分と友達の考えの良さに気づくこと
ができた。 

12.1  授一人一授業 
通級  自立活動 
角田 泉 教諭 

〇「教師の働きかけ、進んで活動するための工夫」 
・児童に合わせた学習課題を提示し、その時の児童の取

り組み方に合わせた声かけや学習内容の変更をする
ことで、主体的に学習に取り組めることができた。 

12.1 研修⑧ 来年度の研修の
方向性 

〇研修の成果と課題、次年度の方向性について検討 
・冬期休業中の年間指導計画の朱書きについて 

12.16  授一人一授業 
６ 年 １ 組 社 会 
星野 竹志 教諭 

〇「課題提示の工夫」 
・当時の生活場面を提示することで、明治の文明開化に

ついて考え、その時代の背景について意見交換するこ
とができた。 

12.19  授一人一授業 
３年２組 算数 
大関 一久 教諭 

〇「協働的な学びの場の工夫」 
・自力解決の場面では十分な時間を確保したことで、互

いの考えの相違に気付いた上で、自分の考えを広げる
ことができた。 

1 月下旬  授一人一授業 
なかよし 算数 
上山 和真 教諭 

〇「進んで自力解決できるようにするための工夫」 
 

1.26 研修⑨推 来年度の研修主
題について 

○研修主題、研修内容等の選定 

2.2 研修⑩全 来年度の研修主
題について 

○研修主題、研修内容等の決定 

職 名 氏   名 職 名 氏   名 職 名 氏   名 

校 長
教 頭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭 
教 諭 
教 諭 

小 倉  正 人 
須 藤  厚 子 
角 田   淑 子 
白 岩  良 子 
深 津   美 帆 
小 林  拓 美 
角 田      泉 
荒 木  麻 弥 
河 野  徳 子 

教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 
教 諭 

上 山  和 真 
石 田  真 規 
中 村  穂乃香 
左 近  匠 己 
入 澤  浩 史 
大 関  一 久 
星 野  竹 志 
星 野  理恵子 
儘 田  香 織  

養護教諭 
主任事務長代理 
用 務 員 
事 務 補 助 
生活相談員 
学習支援員 
学習支援員 
学習支援員 
A L T 

小 林  真奈美 
水 落  美 晴 
田 村  健 司 
荒 川  一 之 
大 竹  順 子 
國 井  みゆき 
原 澤  智 美 
近 藤    白 
ダーレン･カンポウ 
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升 形 小 学 校 

  所 在 地  〒３７８－００１４  沼田市栄町１４１番地 
  電話番号   ０２７８―２２―３１０７  ＦＡＸ ２２―０７８３ 
  校 長 名   浅見 尚孝 
 
Ⅰ 学校の 経営  
１ 学 校 の教育目標  
 基本目標 夢をもち、自ら学び心豊かにたくましく生きる児童の育成 
 具体目標 ○進 ん で 学 ぶ 子  （自ら学び、よく考える子） 
      ○思いやりのある子 （相手の気持ちを考え、仲良くできる子） 
      ○ね ば り 強 い 子  （心身共に健康で、最後までがんばる子） 
２ 経 営 方 針  
 ≪目指す学校像≫ 「 学び合い 高め合い 創り出す 」 
 子どもが輝き、今日が楽しく、明日が待たれる学校 
 ≪目指す教職員像≫「共に学び続け成長できる教職員」 
 ○やる気と情熱をもち、子どものよさを伸ばす教職員 
 ○常に専門性の向上を目指し、学び続ける教職員 
 ○児童、保護者、地域を大切にし、信頼される教職員 
 ≪学校経営の方針≫ 
 ○全教職員協働の下、主体的・組織的に学校経営に参画する態勢の強化【創造・協働・意思疎通】 
 ○「進んで学ぶ子」を育てるための、授業を核とした探究的な学習活動の充実 
 ○「思いやりのある子」を育てるための、道徳教育の充実と心の教育の推進 
 ○「ねばり強い子」を育てるための、運動への主体的な取組と保健教育の推進 
 ○一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進 
 ○地域とともにある学校づくりを目指した、家庭や地域との連携・協働  
３ 本年度の重点施策  
(1) 学校経営の充実 
・「学び合い 高め合い 創り出す」を合い言葉に、教職員の協働体制による主体的・組織的に取り組む

温かく活力に満ちた学校･学級経営の充実を図る。 
・報告･連絡･相談・記録を徹底し、お互いに声を掛け合い、日常的に情報交換ができる明るく風通しのよい職場

をつくる。 
・「群馬県教員育成指標」を基に人事評価制度や各種研修を活用してキャリア段階に応じた職能成長を図る。 
(2) 確かな学力の育成【2025 学力向上対策】 
・培う力を明確にした探究的な学習を実践し、児童が自ら学ぶ力を育成する。 
・指導のねらいを踏まえて１人１台端末等の ICT 環境を効果的に活用し、「分かる・できる・学び合う」

授業づくりに努め、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る。 
・校内研修や学校内外の授業参観などを通して、子ども同士が協働的に取り組み、対話と交流を生み出す

授業を実現する。 
(3) 豊かな人間性の育成 
・学校行事や異学年交流において児童が活躍する場面を設定し、自己有用感を高めるとともに、自他のよ

さを認め合う人間関係を形成する。 
・「考え･議論する」道徳の時間の質的な充実に向けて授業を工夫・改善するとともに、道徳科の授業を要

とし教育活動全体を通して道徳教育を推進する。【道徳教育】 
・人権教育と生命を尊重し力強く生き抜こうとする心を育てる指導の充実（「SOS の出し方に関する教育」）

により、いじめや差別を許さない心を育てる。【児童生徒の生命を守り、育てる教育】        
・生徒指導実践上の４つの視点に立ち、不登校の未然防止や不登校傾向児童への適切な支援体制を構築する。 
(4) 健やかな体の育成 
・子どもの心身の健康の保持増進を図るために健康教育を計画的に推進するとともに感染症対策を徹底する。 
・「早寝･早起き･朝ごはん」の励行、「元気ウィーク」「升形ますます元気の日」を生かし、家庭と連携

して基本的生活習慣を確立する。 
・体力向上プランを活用し、運動の楽しさと喜びを味わわせる教科体育や体力づくりを実践する。 
(5) 特別支援教育の充実 
・個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づき、個々の教育的ニーズに応じた支援について学校全体で共通理解する。 
・保護者との情報共有や専門家･関係機関との連携に努め、教育支援及び就学指導の効果を高める。 
・教職員の専門性を高め、すべての子どもが参加し活躍できる授業を目指し、ユニバーサルデザインと合

理的配慮を意識した授業づくりに努める。 
(6) 地域とともにある学校づくり 
・コミュニティ・スクール（学校運営協議会）と地域学校協働活動を一体的に推進し、家庭・地域との協

働体制による学校づくりの実現を図る。 
・総合的な学習の時間を中心として、明確なねらいのもとに、地域の人的･物的資源（人･もの･こと）を積

極的に活用し、地域学習や体験活動を充実させる。【「ぬまた未来創造学」「わくわくスクール沼田」】 
・学びの連続性を意識し、隣接する幼稚園、中学校、高校との交流や連携を進め、異年齢集団との教育活

動を充実させる。【幼小中連携】 
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